
仏教における神様や仏様について生成 AIに質問する 

 

質問 

仏教における神様や仏様についてお尋ねします。「観音とは最高位の仏様にはあと

一歩の菩薩という修行段階の姿の１つです。様々な菩薩か手分けして、忙しい仏様

のお手伝いをします。「仏」とはお釈迦様のことを指します。修行中でまだ仏になって

いない観音、地蔵や警護役の四天王、仁王や、人間であるお坊さんの像は厳密には

仏像ではありません」ということを聞いたことがあります。一方、人は死ぬと仏になると

いう話も聞いたことがあります。仏教における神様や仏様とはどのような存在ですか

（質問１）。日本人は、神社に行って、何に向かって拝んでいるのでしょうか。仏教でも

宗派によって違うようでしたら、浄土真宗の場合について教えて下さい（質問２） 

とても本質的で、しかも日本の宗教文化の「混ざり具合」に触れる深い質問ですね。２

つの質問を順番に、できるだけ分かりやすく整理してお答えします。 

  copilotの回答 

            質問１：仏教における「神様」や「仏

様」とはどんな存在か 

仏教は本来、「神を信じる宗教」ではなく、「悟りを開いた存在（仏）」を中心に据える宗

教です。ただし、長い歴史の中でインド・中国・日本の文化と混ざり、多層的な世界観

になりました。 

       仏（ぶつ）とは 

• 悟りを完全に開いた存在 

• 代表はもちろん 釈迦（お釈迦様） 

• 迷いを断ち切り、真理を体得した存在で、修行の終着点 

       菩薩（ぼさつ）とは 

• 悟りを開く直前の高い境地にある修行者 



• しかし「自分だけ悟るのではなく、他者を救うためにあえて修行を続ける」慈悲

の存在 

• 観音菩薩、地蔵菩薩などが有名 

あなたが聞かれた説明は、まさにこの伝統的理解に沿っています。 

「観音は仏になる一歩手前の菩薩で、仏の働きを助ける」 

これは仏教の世界観として正しい説明です。 

           天（てん）・神（じん）とは 

• 仏教には「神様」も登場しますが、仏より下位の存在です 

• インドの神々（帝釈天、梵天など）が仏教に取り込まれたもの 

• 日本ではさらに神道の神々も仏教に取り込まれ、「○○明神＝実は仏の化

身」といった習合が起きました 

        「人は死ぬと仏になる」の意味 

これは厳密には仏教の教義ではなく、日本の民間信仰の表現です。 

• 「亡くなった人を敬い、成仏してほしい」という願い 

• 「仏（ほとけ）」という言葉が「亡くなった人」を指すようになった文化的変化 

つまり、 

教義上の「仏」＝悟りを開いた存在 日常語の「仏」＝亡くなった人 

という二重の意味があるのです。 

    質問２：日本人は神社で何に向かって

拝んでいるのか 

🇯🇵 神社で拝む対象は「神道の神（かみ）」 



• 神社は仏教ではなく 神道 の施設 

• 拝む対象は「八百万の神（やおよろずのかみ）」 

• 自然の力、土地の霊、祖先、歴史上の人物などが神として祀られる 

たとえば： 

• 天照大神（太陽の神） 

• 八幡神（武運の神） 

• 稲荷神（農業・商売の神） 

• 地元の氏神（地域を守る神） 

日本人は「神道と仏教を分けて考えない」傾向が強く、 神社＝お願いごと、寺＝供養 

というように、生活の中で自然に使い分けています。 

            浄土真宗の場合：神社で拝むことをど

う考えるか 

浄土真宗は他の仏教宗派と比べても、かなり明確な立場を持っています。 

  浄土真宗の基本 

• 拝む対象は 阿弥陀如来ただ一仏 

• 他の神仏に祈願する必要はない、という立場 

  では、神社に行ってはいけないのか？ 

結論はこうです。 

✔ 行ってもよい 

✔ ただし「神に祈願する」という意味では参拝しない 

浄土真宗では、 

• 神道の神々は「人間と同じく迷いの世界にいる存在」 



• 阿弥陀如来の救いとは別の領域 

と考えます。 

そのため、 

• 初詣に行く 

• 神社の建築や自然を楽しむ 

• 文化として参拝する 

これは問題ありません。 

ただし、 

• 「神様、どうか願いを叶えてください」と祈る 

• お守りを「ご利益のために」持つ 

これは浄土真宗の教義とは一致しません。 

        まとめ 

            質問１：仏教の神・仏とは？ 

• 仏：悟りを開いた存在（釈迦など） 

• 菩薩：悟りを目指しつつ衆生を救う存在（観音・地蔵） 

• 天・神：仏より下位の守護的存在 

• 「人は死ぬと仏になる」は民間信仰の表現 

    質問２：神社で拝む対象は？ 

• 神道の神（自然・土地・祖先などの霊的存在） 

            浄土真宗の場合 

拝む対象は阿弥陀如来のみ 



• 神社に行くのは問題ないが、神に祈願するという意味では参拝しない 

もし、 「では浄土真宗の仏像は何を表しているのか」 「観音菩薩を祀る寺はどう理解

すればいいのか」 など、さらに深い部分も気になれば、続けてお話しできます。 

 


